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(57)【要約】
【課題】本発明は、歩行や運搬物などの移動を安全に行
なうことができ、しかも扉の周辺の床面の美観を向上す
ることができる戸当りであって、しかも構造が簡単な戸
当りを提供することを目的とする。また、簡単な操作で
扉を全開状態で完全に固定することができる戸当りの提
供を目的とする。
【解決手段】本発明の戸当りは、扉に設けられた扉側部
材と、床面に設けられた磁性体からなる床面側部材とか
らなる戸当りであって、前記扉側部材が、ケーシングと
、該ケーシング内に収納され、該ケーシングの下方から
出没自在に設けられた磁石と、前記ケーシングの下方か
ら前記磁石とは別に出没可能であり、上下動により前記
床面側部材と係合可能な突出部材と、該突出部材と係合
し、該突出部材を上下動させる被押圧部とからなり、前
記床面側部材が、該床面側部材の少なくとも一部に、上
方へ突出し、前記磁石が当接する緩衝部と、前記突出部
材を係止させる係止突起とを有することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
扉に設けられた扉側部材と、床面に設けられた磁性体からなる床面側部材とからなる戸当
りであって、
前記扉側部材が、ケーシングと、該ケーシング内に収納され、該ケーシングの下方から出
没自在に設けられた磁石と、前記ケーシングの下方から前記磁石とは別に出没可能であり
、上下動により前記床面側部材と係合可能な突出部材と、該突出部材と係合し、該突出部
材を上下動させる被押圧部とからなり、
前記床面側部材が、該床面側部材の少なくとも一部に、上方へ突出し、前記磁石が当接す
る緩衝部と、前記突出部材を係止させる係止突起とを有することを特徴とする戸当り。
【請求項２】
前記ケーシング内に磁石が収納される凹部が形成され、該凹部の内面に磁性体からなるス
トッパが設けられ、
前記ストッパが、前記磁性体からなる床面側部材よりも前記磁石に引かれる力が小さいこ
とを特徴とする請求項１記載の戸当り。
【請求項３】
前記突出部材が圧縮コイルバネを介して被押圧部に連結されてなることを特徴とする請求
項１または２記載の戸当り。
【請求項４】
前記床面側部材の前記係止突起が、その高さが漸増する傾斜部を有し、前記突出部材の下
端に、前記傾斜部と面接触可能な切り欠き部が設けられてなる請求項１～３のいずれかに
記載の戸当り。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、戸当りに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、図８～９に示すように、扉５０の開閉により扉５０またはノブ５１が壁また
は扉５０周辺の家具やキャビネット５２などに衝突し、これらに損傷が生じるのを防ぐた
めに戸当り５３が扉５０の付近の床５４に設けられている。
【０００３】
　かかる戸当り５３としては、床５４に立設される雄ねじ（図示せず）に螺着される基部
５５と、該基部５５の上部に固着される緩衝体５６とからなるものがある。
【０００４】
　また、扉５０を開放状態にしておくために、前記基部５５内に差し込まれているＵ字状
の止め金具５７を引き抜き、扉５０の側面に設けられた鉤付き座金５８の鉤部５９に係止
するようにしている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記戸当り５３では、常時床５４に立設されているため、前記扉５０が
戸当り５３に固定されていないばあい、歩行中誤って戸当り５３に蹴つまづいてしまう惧
れがある。
【０００６】
　また、運搬物、たとえばキャビネット５２を移動させる際に、邪魔になり、誤ってキャ
ビネット５２が戸当り５３に衝突すると、キャビネット５２がへこんだり、戸当り５３が
変形する惧れがある。さらに、床掃除をする際に邪魔になっていた。
【０００７】
　さらに、従来の戸当り５３は、常時床５４に立設されているため、床５４の上に異物が
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突出しているように見え、美観上好ましくない。
【０００８】
　また、従来の戸当りにおいては、扉を全開位置で固定するためには、床面側にある戸当
りの止め金具を係止するために、しゃがんだりしたうえで手により止め金具を操作しなけ
ればならなかった。
【０００９】
　また、全開位置で固定するためには、扉を全開位置に保持した状態で金具を操作しなけ
ればならず、物を持った状態などで全開位置に固定することはほぼ不可能であった。
【００１０】
　本発明はかかる問題を解消するためになされたものであり、歩行や運搬物などの移動を
安全に行なうことができ、しかも扉の周辺の床面の美観を向上することができる戸当りで
あって、しかも構造が簡単な戸当りを提供することを目的とする。また、簡単な操作で扉
を全開状態で完全に固定することができる戸当りの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の戸当りは、扉に設けられた扉側部材と、床面に設けられた磁性体からなる床面
側部材とからなる戸当りであって、前記扉側部材が、ケーシングと、該ケーシング内に収
納され、該ケーシングの下方から出没自在に設けられた磁石と、前記ケーシングの下方か
ら前記磁石とは別に出没可能であり、上下動により前記床面側部材と係合可能な突出部材
と、該突出部材と係合し、該突出部材を上下動させる被押圧部とからなり、前記床面側部
材が、該床面側部材の少なくとも一部に、上方へ突出し、前記磁石が当接する緩衝部と、
前記突出部材を係止させる係止突起とを有することを特徴とする。
【００１２】
　また、前記ケーシング内に磁石が収納される凹部が形成され、該凹部の内面に磁性体か
らなるストッパが設けられ、前記ストッパが、前記磁性体からなる床面側部材よりも前記
磁石に引かれる力が小さいことが好ましい。
【００１３】
　また、前記突出部材が圧縮コイルバネを介して被押圧部に連結されてなることが好まし
い。
【００１４】
　また、前記床面側部材の前記係止突起が、その高さが漸増する傾斜部を有し、前記突出
部材の下端に、前記傾斜部と面接触可能な切り欠き部が設けられてなることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の戸当りによれば、床面側部材が、薄いプレート状であるため、歩行や運搬物な
どの移動の妨げにならない。しかも、床面のフラット感を生かした玄関周りのエクステリ
ア設計が可能になる。
【００１６】
　また、本発明の戸当りによれば、上下移動自在の磁石を、戸当りのケーシングに設ける
とともに、当該磁石に衝突し得る程度の高さの緩衝部を有する床面側部材を床面に設ける
ことにより、床下に穴を形成することなく設置することができる。しかも、緩衝部の高さ
は非常に低くすることができるため、歩行やキャビネットなどの運搬物の移動を安定に行
なうことができ、また美観も向上する。
【００１７】
　そして、床面側部材は、若干突出した緩衝部および係止突起を有するだけの構造である
ため、構造が簡単である。
【００１８】
　さらに、本発明の戸当りによれば、磁石と床面側部材との係合による仮固定ができるだ
けでなく、被押圧部を押し下げるだけで、簡単に扉を完全に固定することができ、２段階
で扉を固定することができる。また、被押圧部を押し下げた状態で、扉を全開位置まで開
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放すると、係止突起と突出部材が係止することにより、自動で扉を全開位置で完全固定す
ることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照しつつ本発明の戸当りを詳細に説明する。
【００２０】
　図１は本発明の戸当りを説明するための斜視図であり、図２は本発明の戸当りに用いら
れる扉側装置を説明するための図であり、図３は本発明の戸当りに用いられる突出部材を
説明するための図であり、図４は本発明の戸当りに用いられる昇降機構を説明するための
図であり、図５は本発明の戸当りの使用状態を説明するための図であり、図６は本発明の
戸当りの使用状態を説明するための図であり、図７は本発明の戸当りの他の実施の形態を
示す図である。
【００２１】
　図１～３を参照すると、本発明の戸当り１は、床面に設けられる床面側部材２と扉Ｄに
設けられる扉側部材３とから構成されている。床面側部材２は、磁性体からなり、床面に
螺子、くぎ、接着剤等の公知の固着手段により床面に固着されるが、固着手段は特に限定
されるものではない。また、扉側部材３も、扉Ｄに床面側部材２と同様、公知の固着手段
により固着され、固着手段は特に限定されるものではない。
【００２２】
　扉側部材３は、ケーシング４と、該ケーシング４内に収納され、該ケーシング４の下方
から出没自在に設けられた磁石６と、前記ケーシング４の下方から前記磁石６とは別に出
没可能であり、上下動により前記床面側部材２と係合可能な突出部材７と、該突出部材７
と係合し、該突出部材７を上下動させる被押圧部８とから構成されている。
【００２３】
　ケーシング４の材質は特に限定されないが、金属であっても、合成樹脂であってもよい
。ケーシング４内には、磁石６が収納される凹部５が形成されており、凹部５の内面に磁
性体からなるストッパ１１が設けられている。ストッパ１１は、磁性体からなる床面側部
材２よりも前記磁石６に引かれる力が小さくなるように設計される。ストッパ１１の磁石
吸着力が、床面側部材２の磁石吸着力より小さいことにより、床面側部材２の上方に磁石
６が位置したときには、床面側部材２に磁石６が吸着され、それ以外のときはストッパ１
１に磁石６が吸着されるので、磁石６が凹部５に収納された状態で保持される。
【００２４】
　なお、図２に示されるように、磁石６は、磁石が、磁石を保護するカバーにより覆われ
ており、さらに上下に移動可能なように、ケースを介してピン等によりケーシング４に連
結されているが、本明細書中では、磁石６は、便宜上、磁石だけでなく、カバーやケース
をも含む概念をいう。なお、磁石６のケーシング４への取り付けは、ピンによる接続に限
られるものではなく、当業者に自明の公知の連結手段によりすることができる。
【００２５】
　ケーシング４には、圧縮コイルバネ１３を介して被押圧部８が連結されており、被押圧
部８の上下動に伴い、突出部材７が上下動する。圧縮コイルバネ１３は、バネ定数が高す
ぎると、人の力では被押圧部８の操作ができないので、足による被押圧部８の操作に問題
がない程度のバネ定数のバネが用いられる。被押圧部８は後述する昇降機構により、突出
部材７をケーシング４から突出した状態およびケーシング４に収納された状態に保持する
ことが可能である。
【００２６】
　ケーシング４内には、図３に示されるように、床面側部材２と係合する突出部材７が収
納されている。当該突出部材７により、戸当り１を扉Ｄの全開状態で完全に固定すること
ができる。突出部材７は、被押圧部８と係合しており、本実施の形態においては、圧縮コ
イルバネ１２を介して被押圧部８に連結されている。なお、突出部材７は図３（ａ）に示
されるようにピンＰにより、被押圧部８に係合しているが、被押圧部８に溝を設け、突出
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部材７側に突起を設けることにより係合しても構わず、特にその接合は限定されることは
ない。圧縮コイルバネ１２は、突出部材７を下向きに付勢しており、人の力で扉Ｄを開け
た場合に、床面側部材２から受ける上向きの抗力よりも小さい付勢力であり、扉Ｄを全開
位置まで開き、床面側部材２から受ける上向きの抗力により、突出部材７が圧縮コイルバ
ネ１２の付勢力に抗して上方へ移動できるようなバネ定数が採用される。
【００２７】
　突出部材７の下端は、図３（ｂ）および（ｃ）に示されるように、床面側部材２の係止
突起１０と接触する側に切り欠き部７ａが設けられている。切り欠き部７ａの形状は、図
３（ｂ）および（ｃ）の形状に限られることはなく、床面側部材２に対応するように形成
されることが好ましいが、係止突起と接触する面が曲面状、球面上であっても構わない。
【００２８】
　なお、突出部材７は図３においては、二股にわかれており、２つの突出部を有するが、
突出部材７の形状は特に限定されるものではなく、突出部が１つであっても構わないし、
突出部の数はいくつであっても構わない。また、それぞれの突出部に応じて複数の圧縮コ
イルバネ１２を設けてもよい。また、それに応じて床面側部材２の係止突起１０の数も適
宜変更が可能である。
【００２９】
　つぎに、床面側部材２について説明する。図１を参照すると、床面側部材２は、磁性体
からなるプレート状の部材からなり、磁石６が当接する緩衝部９と、突出部材７が係止さ
れる係止突起１０が設けられている。床面側部材２は、ほぼフラットなプレート状の部材
からなるので、床面側部材２を埋設するために床に穴をあける必要がなく、その高さは床
面から２～５ｍｍ程度であるので、歩行の妨げになることはない。
【００３０】
　床面側部材２は、螺子、くぎ、接着剤等の公知の固着手段により、床面に固定すること
ができ、特に固着手段は限定されることはない。また、床面側部材２には、磁石６が突き
当たる停止部１４が設けられている。緩衝部９は高さが漸増する第１の緩衝部９ａとフラ
ットな第２の緩衝部９ｂが設けられている。また、緩衝部９は磁石６との接触面を減らし
、金属と金属の摩擦を軽減するために、長手方向に対して垂直の断面が曲面状に形成され
ている。磁性体である床面側部材２に吸着された磁石６は、第１の緩衝部９ａを乗り越え
て、第１の緩衝部９ａよりも高さが低い第２の緩衝部９ｂに当接し、それと同時に停止部
１４に当接することにより、停止部１４と第１の緩衝部９ａとの間で仮固定される。第１
の緩衝部９ａの停止部１４に対向する側の端部から停止部１４までの厚みは、磁石６の厚
みとほぼ同寸法になるように形成されており、磁石６と停止部１４および緩衝部９ａとの
隙間がほぼなくなる。これにより扉Ｄが、扉Ｄの開方向および閉方向に移動することなく
固定された状態なので、扉Ｄががたつくことがない。
【００３１】
　また、床面側部材２に設けられた係止突起１０は、扉側部材３の突出部材７と係合する
ために設けられ、係止突起１０と突出部材７が係合することにより扉Ｄを完全に固定する
ことができる。そのため、係止突起１０は、突出部材７を係止する垂直面１０ｂと、突出
部材７が乗り越える傾斜面１０ａが形成された山型形状を呈している。これにより、磁石
６と磁性体である床面側部材２との磁力による仮固定だけでなく、係止突起１０と突出部
材７との係合により、扉Ｄを完全に固定をすることができる。
【００３２】
　さらに、本実施の形態の戸当り１は、図４に示されるように、被押圧部８および突出部
材７を所定の下方位置および上方位置で容易に保持できるように、裏蓋１５の内側に昇降
機構を備えている。
【００３３】
　昇降機構は、図４に示されるように、ケーシング４の後面（扉側）に回転自在に取り付
けられた係止部１６ａを有する係止体１６と、ケーシング４の後面に設けられた、前記係
止体１６に当接し得る当接体１７と、前記ケーシング４の後面の前記当接体１７よりも上
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側に設けられた、前記係止体１６の係止部１６ａを係止するための突起１８とから構成さ
れている。
【００３４】
　昇降機構は、以下のようにして被押圧部８および突出部材７の保持を行なう。まず、足
で被押圧部８の上面を押し下げれば、係止体１６がケーシング４の後面に形成された溝内
部を下降し、当接体１７が係止体１６に当接して係止体１６を回転させる（図４（ｂ）参
照）。
【００３５】
　そののち、足を被押圧部８から離せば、被押圧部８は、圧縮コイルバネ１３の付勢力に
よって上昇するが、係止体１６の係止部１６ａが突起１８に係止されたときに所定の下方
位置にロックされる（図４（ｃ）参照）。このとき、突出部材７の下端は、ケーシング４
から若干下方に突出する（図４（ｃ）参照）。ただし、前述のように、突出部材７は、圧
縮コイルバネ１２を介して被押圧部８に連結されているので、被押圧部８に対して突出部
材７は単独で上下に若干移動可能であり、突出部材７はケーシング４から出没自在である
。
【００３６】
　さらに、もう１度、足で被押圧部８を押し下げれば、図４（ｄ）のように、当接体１７
がさらに係止体１６を回転させることにより、被押圧部８のロックを解除することができ
る。
【００３７】
　つぎに、図５および図６を用いて、本発明の戸当り１の動きを説明する。図５（ａ）に
示されるように、戸当り１の扉（図５および図６においては図示を省略している）を開放
していくと、それに伴い、扉側部材３は、床面側部材２に向かって進んでいく。そして、
扉側部材３の磁石６が床面側部材２の上方に位置すると、磁石６は磁性体である床面側部
材２に吸着され、第１の緩衝部９ａに当接する（図５（ｂ）参照）。そして第１の緩衝部
９ａ上を当接しながらさらに移動し、第１の緩衝部９ａを乗り越えて、磁石６は第２の緩
衝部９ｂの高さまで降り、それと同時に停止部１４の垂直面に接触することによって、仮
固定される。
【００３８】
　この状態で、停止部１４の垂直面と第１の緩衝部９ａの端部に挟まれる形で仮固定され
るが、磁石６の幅と停止部１４と第１の緩衝部９ａの間隔がほぼ同じであるので、磁石６
ががたつくことがなく、扉Ｄもがたつくことがない。さらにこの状態で、被押圧部８を足
で押し下げ、突出部材７を下げることにより、突出部材７と床面側部材２の係止突起が係
合し、扉Ｄは全開位置で完全に固定される（図５（ｃ）参照）。このように全開位置で、
磁石６と床面側部材２により、仮固定された状態で、足で被押圧部８を押し下げることに
より容易に扉Ｄを全開位置で完全に固定することができる。また仮固定することができる
ので、扉Ｄを完全に固定する場合に、扉Ｄが閉まらないように押えておかなくてもよいの
で、全開位置での完全固定が非常に容易である。
【００３９】
　つぎに、本発明の戸当り１の別の使用状態を説明する。図６に示す動きは、あらかじめ
被押圧部８を下に押し下げた状態で、扉Ｄを全開位置に移動させ、扉Ｄが全開位置に移動
したときに、全開位置で被押圧部８を操作しなくても完全固定をすることができる。
【００４０】
　図６を用いて説明すると、まず扉Ｄが閉まっている状態もしくは扉Ｄの開放途中の段階
で被押圧部８を押し下げ、突出部材７をケーシング４から突出させる（図６（ａ）参照）
。
【００４１】
　その状態で扉Ｄを全開位置に向かって開放していくと、図５と同様に床面側部材２の上
方に位置したときに磁石６は磁性体である床面側部材２に吸着され、第１の緩衝部９ａに
当接する（図６（ｂ）参照）。そしてそのまま全開位置に向かって扉Ｄを開放していくと
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、突出部材７の切り欠き部７ａが係止突起１０の傾斜面１０ａに当接する（図６（ｂ）参
照）。さらに扉Ｄを全開位置まで開いていくと、突出部材７は傾斜面１０ａから上方向に
向かって抗力を受けることにより、突出部材７の上端に連結された圧縮コイルバネ１２の
下向きの付勢力に抗して、突出部材７は上方に移動する。このとき、人が扉を開く力によ
って突出部材７が傾斜面１０ａから受ける上向きの抗力が、圧縮コイルバネ１２の下向き
の付勢力より大きくなければならず、上向きの抗力より、圧縮コイルバネ１２の下向きの
付勢力が小さいことにより、突出部材７が上方向に逃げることができ、係止突起１０の傾
斜面１０ａを乗り越えることができる。
【００４２】
　そして、突出部材７が係止突起１０を乗り越えることにより、係止突起１０の垂直面と
突出部材７が係止され、扉Ｄは全開位置で完全固定することができる（図６（ｃ）参照）
。このとき、図５と同様に磁石６は第１の緩衝部９ａを乗り越えて、磁石６は第２の緩衝
部９ｂの高さまで降り、それと同時に停止部１４の垂直面に接触することによって、固定
される。このように、あらかじめ被押圧部８を押し下げておき、扉Ｄを全開位置まで開く
だけで、扉を全開位置で容易に固定することができ、全開位置で何の操作をすることもな
く完全に固定することができる。
【００４３】
　図５および図６のように、全開位置で完全固定した後に、固定を解除したい場合には、
被押圧部８を足で再度押すことにより、突出部材７が上方に移動し、ケーシング４内に収
納され、仮固定の状態になるので、扉Ｄが閉まる方向に力を加えることにより、扉Ｄを閉
めることができる。
【００４４】
　さらに、本発明の別の態様として、図７に示されるように、ケーシング４内に磁石６を
設けず、突出部材７の先端部分（床面側部材２との当接部分）を磁石材とすることにより
、前記動作と同様の効果を得ることができる。この場合には、磁石６や磁石６を収納する
凹部５等が不要になり、より構造が簡素化できるという利点がある。なお、この場合には
、突出部材７と連結された圧縮コイルバネ１２が、突出部材７を引っ張る力が、突出部材
７と床面側部材２との磁石による吸着力よりも大きくなるように設計する。そうすると、
まず被押圧部８を押し下げて、突出部材７をケーシング４から突出させ、扉Ｄを全開位置
まで開放すると、突出部材７は、係止突起１０を乗り越えて床面側部材２に完全固定され
る。さらに、完全固定の状態から、被押圧部８を押すことにより、突出部材７と床面側部
材２との磁力による当接が解除され、完全固定の状態が解除され、扉Ｄを閉めることがで
きる。なお、図７に示される態様では、係止突起１０の垂直面１０ｂから停止部１４まで
の間隔が、突出部材７の先端部の厚みと同じ寸法であることが好ましい。同じ寸法にする
ことにより、扉がぐらつかず、安定した状態で扉を固定することができる。また、突出部
材７の先端部を磁石材とした場合には、停止部１４の高さを突出部材７の垂直な面が、停
止部１４の垂直な面に当接するように高さを調節することが好ましい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の戸当りを説明するための斜視図である。
【図２】本発明の戸当りに用いられる扉側装置を説明するための図である。
【図３】本発明の戸当りに用いられる突出部材を説明するための図である。
【図４ａ】本発明の戸当りに用いられる昇降機構を説明するための図である。
【図４ｂ】本発明の戸当りに用いられる昇降機構を説明するための図である。
【図４ｃ】本発明の戸当りに用いられる昇降機構を説明するための図である。
【図４ｄ】本発明の戸当りに用いられる昇降機構を説明するための図である。
【図５】本発明の戸当りの使用状態を説明するための図である。
【図６】本発明の戸当りの使用状態を説明するための図である。
【図７】本発明の戸当りの他の実施の形態を示す図である。
【図８】従来の戸当りを説明するための図である。
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【図９】従来の戸当りを説明するための図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　戸当り
　２　床面側部材
　３　扉側部材
　４　ケーシング
　５　凹部
　６　磁石
　７　突出部材
　７ａ　切り欠き部
　８　被押圧部
　９　緩衝部
　９ａ　第１の緩衝部
　９ｂ　第２の緩衝部
　１０　係止突起
　１０ａ　傾斜面
　１０ｂ　垂直面
　１１　ストッパ
　１２、１３　圧縮コイルバネ
　１４　停止部
　１５　裏蓋
　１６　係止体
　１７　当接体
　１８　突起
　Ｄ　扉
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